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日1 平成12年4日
ト汁護保隙制度かスヲー

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
〕
引

J

る
と
き
は
、
今
金
町
に
要

介

護

認

定

を

申

請

し

ま

す
。

寝
た
き
り
や
痴
呆
等
の
要
介
護

状
態
、
又
は
、
要
支
援
状
態
に
あ

る
か
ど
う
か
、
介
畿
の
必
要
度

(
要
介
護
度
)
を
判
定
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
今
金
町
に
要
介
護
認

定
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

申
請
に
基
づ
き
、
今
金
町
の
職

員
、
又
は
今
金
町
が
委
託
を
し
た

施
設
や
事
業
所
の
職
員
が
家
庭
を

訪
問
し
、
心
身
の
状
況
等
を
、
全

国
一
律
の
調
査
票
に
よ
り
調
査
を

し
ま
す
。
そ
の
調
査
結
果
と
、
申

請
者
の
か
か
り
つ
け
医
師
の
意
見

舎
を
基
に
、
保
健

・
医
療

・
福
祉

の
専
門
家
か
ら
な
る
今
金
町
介
殻

認
定
審
査
会
で
判
定
し
、
そ
の
判

定
結
果
に
基
づ
い
て
通
知
し
ま

す。
介
畿
認
定
通
知
に
よ
る
介
鍛
判

定
ラ
ン
ク
に
よ
っ
て、

利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
の
中
か
ら
自
分
自
身

や
家
族
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
市
町
村
に
届
け
ま
す
。
ケ
ア

プ
ラ
ン
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
機

関
又
は
介
護
支
援
専
門
員
(
ケ
ア

介護保険制度は、介護が必要となった人がその状況にあった

的確な介護サービスを受けられるよう社会全体で

支えていこうとする新しいシステムです。

• • 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
)
に
依
頼
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

介
鎚
保
険
制
度
が
平
成
十
二
年

四
月

一
日
か
ら
始
ま
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
要
介
護
認
定
の
申
請
受

付
を
、
今
金
町
で
は
平
成
十
一
年

十
月
ご
ろ
か
ら
開
始
す
る
予
定
で

す
。

核
家
族
化
や
少
子
化
・
高
齢
化

が

一
層
進
み
、
家
族
だ
け
で
介
護

を
続
け
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な

っ
て
来
て
い
ま
す
。
誰
が
い
つ
介

護
を
必
要
と
す
る
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
。
介
護
の
問
題
は
、
家
族
の

問
題
か
ら
社
会
的
に
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
問
題
と
な

っ
て
き
て
お
り
.
老
後
に
お
け
る

不
安
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま

す
。
昨
年
十
二
月
に

「介
惣
保
険

法
」
が
国
会
で
成
立
し
、
平
成
十

二
年
四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。介

護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
必

要
と
す
る
人
を
社
会
全
体
で
支

え
、
利
用
者
の
希
望
を
尊
重
し
た

総
合
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
今
月
号
で

は
、
制
度
の
仕
組
み
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
保
険
に
加
入
す
る
の

は
四
十
歳
以
上
の
医
療
保

険
加
入
者
で
す
。

加
入
者
は
六
十
五
歳
以
上
の
第

一
号
被
保
険
者
と
四
十
歳
以
上
六

十
五
歳
未
満
の
第
二
号
被
保
険
者

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

一
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

行は
ゆ
か。ー
ー
し

介
護
保
険
で
は
、
次
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス
は

O
訪
問
介
護
(
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
)

O
訪
問
入
浴

O
訪
問
看
護

O
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

O
日
帰
り
リ
ハ
ビ
リ
(
デ
イ
ケ
ア
)

O
居
宅
療
養
管
理
指
導

O
日
帰
り
介
護
(
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
)

O
短
期
入
所
生
活
介
護
(
特
養
ホ

ー
ム
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
)

O
短
期
入
所
療
養
介
護
(
老
人
保

健
施
設
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
)

。
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護
(
痴

呆
性
老
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ

l
ム
)

O
有
料
老
人
ホ
l
ム
等
に
よ
る
介

護
(
ケ
ア
ハ
ウ
ス
)

O
福
祉
用
具
の
貸
与

・
購
入
費
の

支
給

O
住
宅
改
修
費
の
支
給

(
手
す

り
・
段
差
解
消
等
)

※
こ
の
他
に
今
金
町
が
独
自
で
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
盛
り
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。

※
要
介
護
者
、
要
支
援
者
と
も
に

利
用
で
き
ま
す
。

六
十
五
歳
以
上
の
第
一
号

被
保
険
者
は

保
険
料
は
、
年
金
額
が

一
定
額

以
上
の
人
は
老
齢
年
金
か
ら
の
天

引
き
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
第

一
号
被
保
険
者

は
個
別
に
今
金
町
に
支
払
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
基
準
額
は
、

今
金
町

で
相
提
供
さ
れ
て
い
る
介
議
サ
ー
ビ

ス
費
用
の
総
額
等
に
よ
り
決
定
さ

れ
ま
す
が
、
所
得
水
準
に
よ
り
基

準
額
よ
り
高
く
な
っ
た
り
‘
低
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。

四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未

満
の
第
二
号
被
保
険
者
は

保
険
料
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
算
定
方

法
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
現
在
支
払

っ
て
い
る
医
療
保
険
料
と

一
括
し

て
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

健
康
保
険
加
入
者
(
勤
め
て
い

る
人
)
で
は
、
配
偶
者
等
の
分
も

含
め
て
事
業
主
と
の
折
半
に
な
り

ま
す
。国

民
健
康
保
険
(
自
営
業
等
)

加
入
者
で
は
、
公
費
で
半
額
を
負

担
し
ま
す
。• • 

施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
は

O
介
護
老
人
福
祉
施
設

(
特
別
養

護
老
人
ホ

l
ム
)

O
介
護
老
人
保
健
施
設
(
老
人
保

健
施
設
)

O
介
護
療
養
型
医
療
施
設
(
療
養

型
病
床
群
)
・
老
人
性
痴
呆
疾
患

療
養
病
棟

・
介
護
力
強
化
病
院

(
慢
性
疾
患
療
養
施
設
)

※
た
だ
し
、
要
介
護
者
の
み
が
利

用
で
き
ま
す
。

一
実
際
に
介
護
が
必
要
と
な

一
っ
た
ら

第

一
号
被
保
険
者
の
場
合
は
寝

た
き
り
、
痴
呆
等
で
入
浴
や
排

池
、
食
事
等
で
常
に
介
殻
を
必
要

と
す
る
状
態
(
要
介
護
状
態
)
に

な
っ
た
り
、
常
時
の
介
護
ま
で
は

必
要
な
い
が
、
家
事
や
身
支
度

等
、
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
な

状
態
(
要
支
援
状
態
)
に
な
っ
た

と
き
、
介
護
保
険
か
ら
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
第
二
号
被
保
険
者
は
、
初
老
期

痴
呆
、
脳
血
管
障
害
等
、
厚
生
省

の
定
め
る
特
定
疾
病
等
、
加
齢
に

伴
う
病
気
に
よ
っ
て
介
護
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
が
対
象
と
な
り
ま

す。
交
通
事
故
や
何
ら
か
の
事
故
等

に
よ
り
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
は
介
諮
保
険
の
対
象
外
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
医
療
保

険
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

(2) 

自
己
負
担
(利
用
者
負
担
)

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

/
I
l
l
l
1
1
i
l
-
-
-
-
-
-
-
-
-

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
人
は
、
か
か
っ
た
費
用
の

一
割

を
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

介
談
保
険
か
ら
九
割
、
利
用
者

の
自
己
負
担
が

一
制
と
な
り
ま

す。
こ
の
他
に
、
施
設
入
所
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
食
事
と
日
常
生
活
費
等

が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

な
お
、

一
ヶ
月
で

一
定
額
以
上

自
己
負
担
を
し
た
場
合
は
、
介
慾

保
険
か
ら
の
高
額
払
戻
し
の
制
度

も
あ
る
予
定
で
す
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、

今
回
は
制
度
の
仕
組
み
に
つ
い
て

を
、
お
お
ま
か
に
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
今
後
は
よ
り
細
か
な
内

容
で
順
次
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。
文
、
住
民
説
明
会
も
開
催
す

る
予
定
で
す
。

な
お
、
介
慾
保
険
制
度
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
合
福
祉

施
設
と
し
べ
つ
内
、
保
健
福
祉
課

介
護
保
険
係
(
電
話
②
2
7
8
0

内
線
2
1
3
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
)
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百
年
の
歴
史
と
輝
く
未
来
へ

種
川
小
学
校
開
校
百
年

種
川
小
学
校
開
校
百
周
年
記
念

祝
賀
協
賛
会
(
上
回
良
作
会
長
)

が
主
催
と
な
っ
て
8
月
8
目
、
種

川
小
学
校
(
渡
辺
勝
博
校
長

・
児

童
初
人
)
の
開
校
百
周
年
記
念
式

典
並
び
に
祝
賀
会
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。式

典
に
は
、
卒
業
生
、
地
域
の

方
々
を
は
じ
め
、
山
本
袷
山
教
育

局
長
、
町
長
、

町
議
会
議
員
、
教

育
関
係
者
約

2
5
0
人
が
出
席
、

式
辞
の
中
で
渡
辺
校
長
は

「今
日

に
学
び
明
日
に
生
き
未
来
を
拓
く

あふれる熱気

北海道中学校

バトミントン大会

開催

息
吹
き
が

1
0
0
年
を
迎
え
た
子

ど
も
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
校
訓
H

正
し
く
明
る
く

混
く
H

が
示
す
と
お
り
先
人
の
足

跡
を
今

一
度
振
り
返
り
教
育
の
原

点
を
み
つ
め
直
し
、
児
童
の
騒
が

い
つ
ま
で
も
き
ら
き
ら
と
輝
き
続

け
る
よ
う
に
誠
心
誠
意
努
力
し
教

育
は
人
な
り
を
実
践
す
る
」
と
新

た
な
普
い
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
会
を
代
表
し
て

6

年
生
の
丸
山
洗
君
は

「思
い
で
の

つ
ま
っ
た
歴
史
を
大
切
に
し
、
学

校
を
支
え
て
く
れ
た
人
々
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
の
種
川
小
学
校
が

ま
す
ま
す
活
気
づ
く
よ
う
に
、
み

ん
な
で
考
え
協
力
し
、
た
か
め
あ

い
な
が
ら
一
歩
一
歩
進
ん
で
行
き

た
い
」
と
力
強
く
述
べ
て
い
ま
し

た
。式

典
終
了
後
、
篤
志
寄
付
者
、

元
職
員

P
T
A
役
員
、
特
別
功

労
者
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

種
川
小
学
校
開
校
百
周
年
に
あ

た
り
記
念
誌
「
た
ね
か
わ
」
が
発

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

I . 

• • 
第
ぬ
回
北
海
道
中
学
校
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
大
会
の
閉
会
式
が
8
月
4

目
、
総
合
体
育
館
で
選
手
、
競
技

関
係
者
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。開

会
式
は
、
全
道
で
地
区
予
選

を
勝
ち
抜
い
て
来
た
選
手
3
6
8

人

(1
0
6
校
)
が
参
加
し
て
行

わ
れ
、
北
海
道
中
学
校
体
育
連
盟

水
戸
弘
一
会
長
の
挨
拶
、
今
金
中

学
校
生
徒
会
天
井
絢
子
会
長
か
ら

「よ
り
多
く
の
選
手
と
交
流
を
深

め
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
、
選
手
た
ち
を
代
表
し
て

明
治
犯
年
頃
、
曹
洞
宗
布
教
僧

西
山
英
俊
氏
が
近
く
の
子
ど
も
た

ち
を
集
め
、
稲
穂
地
区
で

『読
み
・

書
き
』
を
教
え
て
い
ま
し
た
が
、

布
教
の
た
め
転
居
、
加
藤
孝
英
氏

が
現

「常
代
の
総
」
種
川
総
付
近

に
説
教
所
を
設
け
、
寺
子
屋
方
式

の
私
塾
を
開
き、

同
訓
年
に
は
、

加
藤
シ
モ
氏
が
自
宅
や
説
教
所
で

子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
教
え
て
い

ま
し
た
。
地
域
で
学
校
の
設
立
を

要
望
し
ま
し
た
が
、
村
財
政
の
窮

乏
状
態
に
あ
り
、

加
藤
氏
を
臨
時

教
員
に
、
説
教
所
を
仮
校
舎
と
し

て
利
用
し
ま
し
た
。

明
治
犯
年
4
月
に
、
第
3
利
別

簡
易
教
育
所
と
し
て
認
可
さ
れ
、

新
校
舎
が
落
成
し
、
所
長
に
代
用

教
員
の
小
岩
金
次
氏
が
な
り
、
児

童
数
幻
名
、
校
舎
凶
坪
で
当
時
の

通
学
区
域
は
種
川
と
稲
穂
の
範
闘

で
そ
の
後
、
光
台
・住
吉
・
田
代
の

一
部
が
拡
張
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

大
正
年
代
に
は
、
メ
ッ
プ
鉱
山

の
発
見
に
よ
り
鉱
山
従
事
者
の
子

弟
が
地
加
し
、
同
2
年
に
は
、
児

童
数
2
0
6
名
と
な
り
、
同
ロ
年

に
は
、
加
藤
勘
助
氏
よ
り
校
舎
敷

地
が
寄
付
さ
れ
、
昭
和
年
代
初
め

ーピ

h
y

y小

今
金
中
学
校
3
年
の
上
回
小
百
合

同

さ
ん
が
力
強
く
選
手
宣
讐
を
行
い
山

ま
し
た
。

競
技
は
、
男
子
は
北
袷
山
町
民
料

体
育
館
で
、
女
子
は
今
金
町
総
合

判

体
育
館
で
行
わ
れ
、
今
金
中
学
校

か
ら
は
女
子
団
体
戦
と
ダ
ブ
ル

ス
、
シ
ン
グ
ル
ス
の
競
技
に
出
場
4

し
、
健
闘
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く

も
敗
退
し
ま
し
た
。
ま
た
、
出
場

し
た
選
手
た
ち
は
、
日
ご
ろ
の
厳

し
い
練
習
で
鍛
え
た
力
の
成
果
を

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

に
は
、
年
々
児
童
数
の
増
加
が
見

ら
れ
、
同
9
年、

3
0
0
名
を
超

え
、
校
名
も
種
川
尋
常
高
等
小
学

校
と
改
称
さ
れ
た
。

更
に
、
ベ
ニ
ヤ
工
場
操
業
が
本

格
化
し
、
昭
和
初
年
代
初
め
に

は
、
児
童
数
3
8
0
余
名
に
も
及

び
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
お
年
に
は
、
種
川

小
学
校
奥
種
川
分
校
(
光
川
小
学

校
)
、
岡
山
凶
年
に
は
住
吉
分
校
が

許
可
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
時
代
の
波
に
翻
弄
さ

れ
、
児
童
数
は
減
少
の

一
途
を
た

ど
り
、
昭
和
引
年
光
川
小
学
校
廃

校
、
住
吉
小
学
校
は
昭
和
町
田
年
に

休
校
し
、
平
成
9
年
に
廃
校
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
は
、

複
式
3
学

級
(
児
童
数
別
名
)
の
学
校
に
な

っ
て
い
ま
す
。
第
川
町
四
卒
業
証
書

授
与
式
(
平
成
川
年
3
月
)
の
凶

名
を
含
め
卒
業
生
2
、
6
1
8
名

を
送
り
出
し
、
平
成

ω年
8
月
8

日
に
開
校
百
周
年
記
念
式
典
並
び

に
祝
賀
会
を
挙
行
し
ま
し
た
。

• • 清
流
ま
つ
り

•••••••••••• 

(4) 

種
川
小
学
校
校
歌

式誠

作作
曲 詞

桑

山

雄一

4酉

井

一
、
朝
は
狩
場
町
山
の
雲

晴
れ

T
坪
く

わ
が
里

町

清
さ
姿
を
心
と
し

共
に
明
る
く

温
か
く

い
そ
し
み
集
う

我
が
母
校

二
、
丘
の
緑
も
美
し
く

宜
か
に
続
く
利
別
の

清
さ
姿
を
心
と
し

正
し
く
道
を
究
め
ん
と

い
そ
し
み
集
う

我
が
母
校

三
、
タ
ベ
〆
y
プ
の
峯
の
雪

本
け
て
流
る
る
桂
川
町

清
さ
姿
を
心
と
し

平
和
日
本
を
築
か
ん
と

い
そ
し
み
集
う

我
が
母
校

い
そ
し
み
集
う
我
が
母
校

清
流
利
別
川
を
も
っ
と
き
れ
い
に

第
8
田
清
流
ま
つ
り
が

8
月

ロ

や

恒

例
と
な
っ
て
い
る
「や
ま
ベ
」

目、

後士山
利
別
川
清
流
保
護
の
会
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪

(
田
中

一
夫
会
長
)
主
催
で
健
民

れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
前
の
河
川
敷

地

を

利

ま

た

、

全

国

一
級
河
川
の
水
質

用
し
関
か
れ
ま
し
た
。

調
査
結
果
が
7
月
出
目
、
建
設
省

ま
つ
り
で
は
、

「あ
そ
び
」
の
中
か
ら
発
表
さ
れ
、
後
志
利
別
川
は

か
ら
後
志
利
別
川
の
魅
力
を

実

感

残

念

な

が

ら

U
番
目
(
前
年
4
番

し
て
も
ら
い
、
利
別
川
へ
の
関
心

目
)
に
な
り
ま
し
た
。
町
民

一
人

を
高
め
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
て
ひ
と
り
の
ち
ょ

っ
と
し
た
気
遣
い

い
る
も
の
で
、
カ
ヌ

l
体
験
試
乗
で
利
別
川
が
守
ら
れ
ま
す
。

3
dダ

〕5
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霧
雨
の
中

来
場
さ
れ
た
五
ヘ

議射・・・

ピ
リ
カ
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

(
今
金
町
長
村
本
光
夫
委
員
長
)

主
催
の
ピ
リ
カ
夏
ま
つ
り
が
7
月

初
日
、
森
林
や
ダ
ム
、
河
川
等
の

重
要
性
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
理

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
開
催
さ

れ
、
ピ
リ
カ
ダ
ム
下
の
会
場
に
は

大
勢
の
人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
実
行
委
員
会
は
ピ
リ
カ
ダ

ム
管
理
所
や
今
金
森
林
管
理
セ
ン

タ
ー
、

町
、
町
議
会
、
北
海
道
電

力
な
ど
が
合
同
で
組
織
さ
れ
、

7

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
「
狩
場
太
鼓
」

みんなが主役
• 

クラシック音楽の

音色を楽しむ

月
幻
日
か
ら
剖
日
ま
で
の

「森
と

湖
に
親
し
む
旬
間
」
の
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
ダ
ム
見
学
会
、
発

電
所
見
学
会
、
手
作
り
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、
特

産
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
は
ス

キ
ッ
ド
レ
|
シ
ン
グ
な
ど
の
無
料

開
放
、
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
祖
泉

の
入
浴
割
り
引
き
な
ど
も
あ
り
利

用
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

今
金
の
味
覚
を
堪
能

， 

が
ん
ば
る
べ
や
実
行
委
員
会

(
大
倉
寮

一
委
員
長
)
主
催
の
今

年
で

4
回
目
を
迎
え
る

「
M
時
間

キ
ャ
ン
プ
&
ラ
イ
ブ
・
地
球
の
回

る
音
が
聞
き
た
い
」
が

7
月
お

日

・
初
日
に
神
丘
愛
指
令
ラ
ン
ド

で
盛
大
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
&
ラ
イ
ブ
で

は
、
地
元
愛
好
家
や
高
校
生
、
東

京
、
札
幌
な
ど
か
ら
あ
の
バ
ン
ド

が
集
ま
り
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
を
披

露
し
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
昨
年
、
今
年
放
流

し
た
蛍
の
鑑
賞
会
や
ジ
ャ
ン
ボ
お

好
み
焼
き
、
ふ
か
し
ジ

ャ
ガ
イ
モ

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

24時間キャンプ&ライブ

町
、
町
教
育
委
員
会
が
共
催
と

な
っ
て
7
月
お
目
、
町
民
セ
ン
タ

ー
で
ホ
ン
ブ
ル
ク
五
重
奏
団
(
ド

イ
ツ
)
が
町
文
化
講
演
会
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
演
奏
会
は
、
チ
ェ
口
、
バ

イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
、
ピ
ア
ノ
の
五
重
奏
で
、
曲
は

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

を
中
心
に
演
奏
し
、
来
場
者
は
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
公
演
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

演
奏
者
の
高
橋
明
子
さ
ん
が
小
学

生
時
代
に
江
差
町
に
住
ん
で
い
た

の
が
縁
で
、
道
南
を
中
心
に
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

、.. 

「
今
金
路
ロ
マ
ン
」

演
歌
歌
手
吉
村
良
子
さ
ん

• 
事故には十分気をつけて

ゲートボール大会

• 
舎年で3年目を迎え

考古学実習

• 

••••••••••• 

ニュージーランドへ

• •••••••• 
中学生10人、

•• • • 
平
成
印
年
度
の
町
国
際
園
内
交

流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
中
学
生
派
遣
事
業
が

8
月
1
日
1
U
日
(
現
地
滞
在
9

日
間
)
ま
で
行
わ
れ
、
中
学
3
年

生
川
名
と
引
率
者
2
名
で
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
を
訪
問
し
ま
し

た。
ク
ラ
イ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
市
で

は
、
市
長
へ
の
表
敬
訪
問
、
パ

l

ン
サ
イ
ド
高
校
や
ミ
ド
ル
ス
ク
ー

ル
で
の
授
業
参
加
、
日
本
語
専
攻

ク
ラ
ス
の
生
徒
宅
で
の
ホ
l
ム
ス

• 、町
北
倫
山
地
区
交
通
安
全
協
会
連

合
会
(
湯
浅
平
男
会
長
・
北
姶
山
)

主
催
で

8
月
4
目
、
第
ロ
回
姶
山

北
部
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
ゲ

l
ト

ボ

l
ル
大
会
が
高
美
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

試
合
に
先
立
ち
、
北
他
山
警
察

若
か
ら
7
月
に
今
金
町
、
瀬
棚
町

で
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お

り
交
通
安
全
に
は
十
分
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
と
挨
拶
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
な
ど
の

交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
し
よ
う

と
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
交
通

安
全
と
同
じ
よ
う
に
ル
ー
ル
を
守

国
学
院
大
学
考
古
学
研
究
室
に

よ
る
美
利
河
1
遺
跡
の
発
掘
調
査

が
8
月
3
日
か
ら
ロ
日
ま
で
の
刊

日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
大
学
生
の
考
古

学
実
習
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で

3
年
目
に
な
り

ま
す
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
発
掘
調

査
も
順
調
に
進
み
、
旧
石
器
時
代

の
石
総

(1
万
数
千
年
前
)
が

6

千
点
ほ
ど
出
土
し
ま
し
た
。

ま
た
、

8
月
8
日
に
は
町
民
対

象
の
遺
跡
説
明
会
と
発
掘
体
験
学

習
会
も
行
わ
れ
、
美
利
河
遺
跡
の

調
査
の
意
義
や
成
果
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

-pb 〔

(パーンサイド高絞日本語専攻クラスでの授業風景)

で奥ピリカ温泉営南し

テ
イ
な
ど
で
国
際
交
流
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
他
国
の
文
化
や

日

習
慣
な
ど
を
体
験
し
、
そ
こ
に
生

川

活
す
る
人
々
と
の
交
流
に
よ
り
国

月のヨ

際
感
覚
を
養
い
、
広
い
視
野
を
持

。

つ
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
中
学
生
の

N
Z
派

遣
は
、
今
回
で

4
回
目
。

引
率
し
た
町
教
委
社
会
教
育
課

長
の
高
畑
秀
樹
さ
ん
か
ら
、
訪
問

し
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

午後6時10分 ~

午後'1時20分 ~

9月6日
9月12日

> • 

っ
て
、
北
部
4
町
か
ら
参
加
し
た

げ
チ
ー
ム
が
日
ご
ろ
の
練
習
成
果

を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

とりげJ"7.ai町を再 1-It汽福中ひさr "'l-tK 
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-
馬
の
部

。
最
高
位

みなさんが加入している国民年金や厚生年金、郵便局の簡易生命保険の保険料は、将来の年金給付や保険金

の支払のための大切な財源と して積み立てられていますが、この積立金 (資金)は、地域に役立てられるよう、

地方公共団体(市町村等)などに低利で貸し付けされています。

町でも平成9年度に総額14.070万円が融資され「豊かで住みよいUIJづくり」のために役立てられました。融

資された内訳は次のとおりです。

F
臨
に
か
け
た
ね
が
家

ωれ
胞
な
般
市
路

音
共
進
会

配水管布設 (3，022m)等lこ8，090万円が融資され、 水道の

*郵便局簡易生命保険融資

辺地対策事業の日進黄金線道路改良 ・舗装事業|こ5，980万円融資され、産業道路網の整備に役立てられてい

ます。

(8) 

τと
口

町
が
主
催
と
な
っ
て

7
月
辺

目
、
道
南
農
業
共
済
組
合
一
畏
の
会

場
で
第
お
回
今
金
町
家
畜
共
進
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
目
、
共
進
会
場
に
は
手
塩

に
か
け
た
牛
や
馬
約

1
1
0
頭
が

出
陳
さ
れ
審
査
員
に
よ
り

一
頭

一

頭
念
入
り
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
各

部
門
に
別
れ
、
体
形
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(敬
称
略
)

-
乳
牛
の
部

〈
〉
最
高
位

シ

ャ

イ
ン
メ
イ
ル

・

マ
キ
シ
ム

・
バ
リ
ア
ン
ト

安

藤

輝

雄

。
準
最
高
位

ベ
ル
フ
ァ
ー
ム

・

オ
リ
ラ

・
レ
イ
ダ
!
・
リ
ン
リ

l

h

z

L

 

ル
9

4

n什

t
r

・
肉
用
牛
の
部

〈
〉
最
高
位
あ
さ
け
ん

苅

屋

八
〉
準
最
高
位

は
つ
み
2

荒

川

カ

を応援

年金簡保資金は

『豊かで住みよい町づくりJ

質蔵

• 
・児童扶養手当 ・特別児童扶養手当について:

子どもたちの福祉の増進のために、児童扶養手 :

• • • • • 父母が婚姻を解消した児童や父が死亡した児童 :

(18歳に達する日以後の最初の3月31日までの問 :

-にある方、 または満20歳未満で一定の障害の状態 ・• 
にある方)などを育てる母または、養育者が請求 :

• • • ただし、公的年金を受給できる方や児童が母の :

-配偶者に養育されている場合などは、対象になり ・• • • --/:{なお、請求期間は、 手当の受給要件に該当する ・• • • • • -i筒20歳未満で、身体や精神に一定の障害がある :

児童を育てる父母、または養育者が請求すること :• • • 
ただし、児童が施設に入所している場合などは :• • • • • • 

*年金融資

簡易水道施設整備事業の神丘地区の取水施設、

未普及地の解消に役立てられています。

H 2-0111 

に至ってから起算して 5年以内です。

することによって受給できます。

当を受けることができます。

町民課

によって受給できます。

。特別児童扶養手当

対象となりません。

。児童扶養手当

※お問い合わせ

ません。司.

1. 

， 

、

• 

Mm
ツ
l
ル

・
ド

・
北
海
道
国
際

大
会
の
第

1
ス
テ
ー
ジ
が

9
月
凶

目
、
函
館
市
を
ス
タ
ー
ト
し
、
江

差
町、

熊
石
町
、
八
雲
町
、
今
金

町
を
通
過、

北
槍
山
町
を
ゴ
ー
ル

に
行
わ
れ
ま
す
。

第
l
ス
テ
ー
ジ
は
、

1
7
6
M

の
コ
l
ス
を
時
速
約

G
M
の
平
均

ス
ピ
ー
ド
で
競
わ
れ
、

U
C
I
公

認
の
国
際
大
会
と
し
て
外
国
か
ら

の
5
チ
1
ム
が
招
請
さ
れ
て
い
ま

す。
町
民
の
皆
さ
ん
選
手
た
ち
に
盛

大
な
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
競
技
中
は
、
通
行
に
支
障
を

来
た
す
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

企

総合福祉施設夏まつり
v 

98ツーIL・ド・ jt溜道国際六会
9月16日本町左通過

間

ま
つ
り

帽、

mm
ワ
ン
デ
l
サ
マ
ー

フ
エ
ス
ず

(旭
町
)

サ
マ
l
フ
ェ
ア
l
m
m

〕nwu
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場広のなんみ

~瀬棚町~ ~北槍山田~ ~八雲町~
町営温泉浴場やすらぎ館 -真駒内神社例大祭・ 町営混泉 「おぼこ荘」

よくあったまって、湯冷めしにくい
~心なこむおもてなし~日帰り温泉です。

《山あいにたたずむ町営温泉》lλ 
安鮮やかに飾りつけられた山車や神 四季折々に様変わりする自然と身体大人300円 (70歳以上の方は200円)

中人 120円 (6歳以上 12歳未満) 興が町内を練り歩吉、子供たちが の芯まで温まる温泉
小人 60円(3歳以上 6歳未満)

華 麗 な 踊 り と 力 強 い 太 鼓 を 披 露
料金

旧国ι コ 也 O日帰り 大人 360円
(函館パス 「瀬棚市街」下車徒歩 5分 @勇壮 l太鼓合戦 大人(中学生) 310円
ー北倫山方面から 国道229号段

.1扇所 J A 4 
中人 150円 小人無料協スタンド前交泣点左折) J 」 。宿 泊 大人5，950円

一「 大人(中学生) 5，800円
館内にて町内産無添加アイスクリ ム

夜空に説く、太鼓の響き。
中人5，380円 小 人4，850円

(町特産品開発室「時子のろまんJ 【お問い合わせ】
-村上牧場手作り「ラブリ←カウJ)販売中 見 な い と 絶 対 損 を す る 。 必 見 l 町営おぼこ荘 (B01376- 3 -3123) 

~長万部町~ ~熊石町~ ~大成町~
-98長万部町文化鵠演会~

"あわむ
-ム 、- 且同町 A

.瀬戸内寂聴講演会
ひやま漁協熊石支所控殖部会

句，

月 '4S子
梅中飼育された 『あわて>Jを全国に尭信しようと

問『主嘩~ H~. !. ふるさと小包を拍めました。

酸素と蔀冷材を入れて「生きたまま」お届けし

ますので熊石特産の味立を存分に上位能できます。

会NHK放送文化賞や数々の受賞歴を持ち 食 10個入り (]5個人りも有)道内 j'f孫へが5.53C

現在も執筆、法話などで幅広く活動をし 円(的地域も郵送可能)

ている天台寺住臓の瀬戸内さんをお迎え 合お問い合わせ

します。 熊石郵直閏 (801398-2 -3380) 
【お問い合わせ】 ふるさと創生事業部(包01398-2 -2245) 
教育委員会生涯学習課

]リド-JL交滝本ツトワーワ幡昭1ft車協議芸暗報]ーナー感
動
・
圃
陣
織
の
漣
織
の
旅

引
率
者

高
畑
秀
樹
さ
ん

「
緑
多
く
美
し
い
町
並
み
」

「歴

史
を
感
じ
さ
せ
る
建
造
物
」

「自

由
で
伸
び
伸
び
と
し
た
授
業
風

景
」
「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
心

温
ま
る
対
応
」
な
ど
、
私
を
含
め

参
加
者
全
員
が
海
外
初
体
験
の
者

に
と
っ
て
、
想
像
を
は
る
か
に
越

え
た
感
動
・
感
激
の
連
続
の
旅
だ

っ
た
こ
と
を
ま
ず
も
っ
て
報
告
い

た
し
ま
す
。

さ
て
、
今
回
も
前
年
度
ま
で
と

同
様
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
中
心

に
様
々
な
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
バ
l
ン
サ
イ
ド
高
校
の
先
生

遠
、
生
徒
達
、
そ
し
て
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
は
、
と
て
も
優
し
く
陽

気
で
、
楽
し
く
数
日
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

長
い
長
い
日
時
間
の
飛
行
機
か

ら
降
り
て
の
市
内
見
学
。
東
京
の

お
度
の
気
温
か
ら
真
冬
の
5
度、

身
一
淡
い
す
る
ほ
ど
の
寒
さ
で
し

た
。
ケ
タ
違
い
な
広
さ
の
ハ
グ
レ

ー
公
園
、
エ
イ
ポ
ン
川
の
ゆ
っ
た

り
し
た
流
れ
な
ど
、
日
本
人
の
ガ

イ
ド
さ
ん
の
説
明
に
一
安
心
。
パ

ス
の
運
転
手
は
ポ
リ
ス
の
ア
ル
バ

イ
ト
と
か
。
お
国
柄
の
違
い
と
は

い
え
ち
ょ
っ
と
ピ
ッ
ク
リ
。

高
校
で
の
歓
迎
式
は
、
マ
オ
リ

族
の
伝
統
に
よ
る
厳
粛
な
儀
式
。

， 

司. • 

そ
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
、
緊
張

ぎ
み
の
生
徒
達
で
し
た
。

N
Z
で

は
、
先
住
民
族
を
大
切
に
す
る
教

育
が
行
き
届
い
て
い
る
と
の
こ

と。
市
庁
舎
で
は
、
日
本
か
ら
の
来

客
が
多
く
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず

手
厚
い
対
応
を
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
「
子
供
の
こ
ろ
か
ら
の
体
験

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
」
と
、

継
続
し
て
訪
れ
て
い
る
こ
と
に
敬

意
を
表
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
語
専
攻
ク
ラ
ス
と
の
授
業

で
は
、
生
徒
達
が
日
本
語
の
先
生

役
に
な
り
ま
し
た
が
、
数
年
来
の

友
人
の
よ
う
に
打
ち
解
け
て
い
ま

し
た
。
不
安
だ
っ
た
英
会
話
で
し

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
“生活リハビリ"

ァント 6人以上 1張り 610円

をはじめましょう!

(2ll01377-2 -2748) 

た
が
、
ホ
1
ム
ス
テ
イ
先
で
も
辞

書
を
片
手
に
笑
顔
で
対
話
し
て
い

た
よ
う
で
『
気
持
ち
を
伝
え
る
努

力
と
聞
く
姿
勢
』
が
、
無
意
識
の

う
ち
に
身
に
つ
い
て
い
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
こ
れ
も
、
交
流
の
積
み

重
ね
に
よ
る
成
果
な
の
で
し
ょ
う

か
。
サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

自
分
で
英
訳
し
た
自
己
紹
介
と
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
へ
の
感
謝
の
言

葉
を
堂
々
と
ス
ピ
ー
チ
し
、
大
き

な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

生
徒
達
は
「
ま
だ
ま
だ
長
く
い

た
い
」「
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
で
も

ま
た
来
た
い
」
と
N
Z
が
す
っ
か

り
気
に
入
っ
た
よ
う
で
、
帰
り
の

空
港
で
は
ホ
ス
ト
や
先
生
方
と
涙

一涙
の
お
別
れ
で
し
た
。

パ
l
ン
サ
イ
ド
高
校
で
は

「ぜ

ひ
今
金
で
英
会
話
を
教
え
た
い
」

と
い
う
先
生
に
も
出
会
い
ま
し

た。
わ
ず
か
一
週
間
ほ
ど
の
交
流
で

し
た
が
、
ほ
ん
と
う
に
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
今
後
に
つ
な
が
る
成

果
を
得
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

段
と
目
の
輝
き
を
培
し
た
子
供

達
。
こ
の
感
動
を
い
つ
ま
で
も
忘

れ
ず
、
無
限
の
可
能
性
を
求
め
て

生
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す。
私
も
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
に
還
元
で
き
れ
ば
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。

今
回
は
「
生
活
リ
ハ
ビ
リ
」
の
お

話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「リ

ハ
ビ
リ
」
と
言
う
と
、
皆
さ
ん
、
ホ

ッ
ト
パ

ッ
ク
や
滑
車
、
俗
に
い
う

ρ
電
気
を
か
け
る
μ

こ
と
な
ど
を

思
い
浮
か
べ
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
ば
か
り
が

「リ
ハ
ビ
リ
」
で

は
な
い
の
で
す
。
生
活
の
中
で
の

何
気
な
い
行
為
が

「リ
ハ
ビ
リ
」

に
な
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
車
椅

子
を
自
分
で
こ
ぐ
こ
と
、
ト
イ
レ

に
行
っ
て
便
座
に
移
動
す
る
こ

と
、
す
べ
て
が
立
派
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
の
で
す
。
そ

の
簡
単
な
行
為
で
、
す
べ
て
の
筋

力
を
必
要
と
し
、
使
用
し
て
い
る

の
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
目
に
見
え
る
現
象
で
は
な

く
、
自
分
の
身
体
に
起
こ
り
う
る

内
部
現
象
が
大
切
な
の
で
す
。

人
は
生
活
す
る
中
で
、
様
々
な

能
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
着
目
し
た
の
が
、
「生
活
リ
ハ

ビ
リ
」
と
い
う
事
で
す
。
一
般
的

に
脳
卒
中
の
発
症
後
、
機
能
が
回

復
を
み
せ
る
の
は
六
ヶ
月
間
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
残
っ
た
機

能
の
維
持
が
目
的
と
な
り
ま
す
。

機
能
を
維
持
さ
せ
る
為
に
も
、
自

分
で
で
き
る
事
は
自
分
で
す
る
こ

• ~ 
3織のアイドル

砂佐藤 楓太ちゃん

(平成7年12月26日生まれ)

大和町佐藤祐圭さんの長男

【親から】

ある時はギンガマン。ある時は鬼平。

また ある時は卜ト口。その実態は、お

歌大好きの楓太!品近のお気に入りは、

「おばけなんていないさjと rHeartJで

す。

と
、
そ
れ
が

の
で
す
。

「
生
活
リ
ハ
ビ
リ
」
な

〕nU
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〔

も
う
一
点
、

「と
し
べ
つ
」

ハ
ピ
リ
目
的
で
訪
れ
る
方
の
最
大

の
目
的
は
、

「歩
け
る
様
に
な
り

た
い
L

と
い
う
方
が
大
部
分
で

す
。
し
か
し
、
人
は
年
齢
を
経
る

と
足
の
筋
力
も
落
ち
て
き
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
歩
行
が
当
た
り
前
に

で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
車
椅
子
に
や
さ
し
い
環

境
づ
く
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
車
椅
子
に
や
さ
し
い
環
境
を

「
バ
リ
ア
フ
リ

l
環
境
」
と
い
い

ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
又
、
機

会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
皆
さ
ん
に

お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

身
体
的
な
こ
と
、
精
神
的
な
こ

と
、
何
か
困
っ
た
こ
と
、
疑
問
な

こ
と
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
町

保
健
婦
を
通
じ
て
、
お
気
軽
に
声

を
か
け
て
下
さ
い
。

を
リ

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(
総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
内
)

8
 
nr-
ー
ー
の
L
ウ

t
o
o
nv

ほのみ

4安粛 穂 実 ちゃん

(平成8年7月27日生まれ)

安爾保さん、珠美さんの長女商工団地

【親から】

アンパンマンと絵本が大好きな女の子

です 1まだまだ、人見知りをしますが、

どうぞ、ヨロシクお願いします11

一lza
f
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f
l
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愉

h

…

毘

の

翫
蹴
り
L
W
艇

の

臨

め

け

り

今

村

由
井
子
由
国

別

た

に

ら

は

な

七
ト

山

と

る

に

足

ら

ぬ

こ

と

な

つ

か

し

み

韮

の

花

杉

本

あ

い

附
O
A
 

凶

'
E

え
ん
〈
う
ぶ
つ
ぽ
ん
か
こ
う

刊

一d

ほ

ほ

え

み

の

円

空

併

や

晩

夏

光

伊

藤

翠

女

ベ

凶

て
b

と

う

ぽ

ん

と

曾

ゃ

く

か

ご

ま

〈

ら

岡

山

寺

当

番

泊

ま

り

の

客

に

篭

枕

芳

賀

あ

き

え

~

凶

こ

ん

じ

曾

う

み

そ

い

か

つ

り

せ

ん

円

t
金

色

に

海

染

ま

り

ゆ

く

烏

賊

釣

船

佐

藤

朝

子

H
W
し

ろ

む

〈

ザ

か

し

ゅ

は

ん

せ

ん

か

白
木
構
フ
ォ
ー
ク

歌

手

の

反

戦

歌

斉

藤

み

ち

し

ん

り

ょ

う

げ

こ

と

お

ち

ゃ

づ

け

め

し

新
涼
や
下
戸
を
通
せ
し
茶
漬
飯

辻

知

子

川
氏
俳
句
に
は
本
来
ふ
り
仮
名
は
不
要
で
す
が
司
種
も
が
読
み
や
す
く
却
と
の
主
旨
に
よ
り
あ
え
て
付
肥
し
て
い
ま
す
.

〕-1
 

〔



(重点目標)

固困園回

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第262号

伝

統

行

事

は

地

域

の

宝

『
ふ
る
さ

と

に

心

を

向

け

る

』

山
々
の
稜
線
が
く
っ
き
り
と
見

え
、
朝
夕
の
涼
し
さ
が
感
じ
ら
れ

る
こ
ろ
に
な
る
と
、

今
金
の
各
地

域
で
は
秋
祭
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
ま
す
。
秋
祭
り
は
‘
五
殻
豊
穣

に
感
謝
し
、
地
域
を
あ
げ
て
お
祝

い
を
す
る
古
く
か
ら
の
伝
統
行
事

で
す
。
か
つ
て
は
、
地
域
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
も

っ
た
俄
し

で
、
大
人
も
子
供
も

一
緒
に
な

っ

て
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
が
、

高
齢
化
や
過
疎
化
の
波
は
伝
統
行

事
を
も
年
ご
と
に
寂
し
く
し
て
い

男fT会均lfZ F mmhιn_  ~，n .:;;;;;;-. 長会合塁手28
がたとが長た屑 了す 上を ユで月

ZJ3き詰 EiE ~ピリカカイギユウ特別展~ 主zz高高盟百
品Ez真弓普 2占族 すこ つ 分今上でまらもていで分主:語 E裂Z宅
光と 数 尻 智なりめ 連 来 。と て を金の約りれ数本う、の 。大帳回 」 た の
かは多へ芳にの、れ館 γ い 具町町 千 、ま多州こ夏 2入 盛 分 る は 「 約

、 く の 面近幅見が者 ケた体の外五 一 しく方と休は館況の延、ピ 一
、近見どのいが学大は なだ的あの百カた見面もみ間T者の み べ 当 リ力

学年ら Z方たあ者半、 りいにる方人月。受のあ中外のう-2 初カ月
習のれ . のめりのを家 また知昔日に以問 つけ方っと者 3ちが千のカ問

秋
祭

り

っ
た
よ
う
で
す
。

道
南
最
後
の
秋
祭
り
と
し
て
知

ら
れ
る
今
金
八
帳
宮
祭
典
も
例
に

も
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
迎
合
町

内
会
や
有
志
が
力
を
合
わ
せ
、
に

ぎ
や
か
な
祭
り
嚇
し
が
復
活
し
、

現
在
で
は
町
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
位
置
づ
い
て
い
ま
す
。
昔
か

ら
伝
わ
る
五
殻
泣
穣
、
家
内
安
全

な
ど
の
願
い
は
も
と
よ
り
、
今
で

は
参
加
す
る
人
々
す
べ
て
に
『
ふ

る
さ
と
今
金
』
を
強
く
印
象
づ
け

る
役
目
も
担

っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
特
に
、
子
供
た
ち
に
と

っ
て

は
、
愛
郷
心
を
育
て
る
絶
好
の
機

会
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
見
過
ご

せ
ま
せ
ん
。

今
年
も
町
が
ざ
わ
め
き
、
子
供

も
大
人
も
皆
が
主
役
に
な
れ
る
秋

祭
り
を
迎
え
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

こ
の
輝
き
を
失
わ
ず
、
伝
統
行
事

を
大
切
に
で
き
る
町
、
つ
く
り
を
進

め
た
い
も
の
で
す
。

， 

、
' 

体
験
型
に
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と

と
も
関
連
し
、
今
後
本
町
で
計
画

さ
れ
て
い
る
博
物
館
相
当
施
設

も
、
立
地
条
件
が
整
え
ば
、
相
当

数
の
町
外
者
の
入
館
を
見
込
め
る

と
い
う
可
能
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

見
学
者
の
感
想
で
は
、
何
と
い

っ
て
も

「大
き
い
」
と
い
う
声
が

最
も
多
く
、

つ
い
で
、
今
金
周
辺

が
昔
は
海
だ
っ
た
こ
と
や
大
変
だ

っ
た
発
掘
の
様
子
な
ど
に
対
す
る

驚
き
の
声
な
ど
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
期
間
中
毎
週
開
催
さ
れ
た

耕
演
会
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

家
の
語
る
最
新
の
知
識
や
情
報
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
る
参
加
者
が
多

く
、
こ
ち
ら
の
方
も
町
外
の
方
が

少
な
か
ら
ず
参
加
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ
は
、

二
三
四
八
八

る還さ~宅J麗句

回
転
中
耕
除
草
機

〈文化財探訪2'1)

写
真
は
神
丘
地

区
、
天
沼
在
さ
ん
か

ら
寄
贈
の
あ
っ
た
水

田
除
草
機
で
す
。
写

真
左
は
回
転
中
耕
除

草
機
と
い
わ
れ
る
も

の
で
、
人
力
二
条
用

で
す
。
水
田
中
耕
除

私
た
ち
の
生
涯
学
習

夕
方
に
な
る
と
健
民
広
場
の
少

年
野
球
場
に
か
わ
い
い
カ
ケ
声
が

こ
だ
ま
し
ま
す
。
結
成
同
年
目
を

迎
え
た
今
金
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
(
監
督
・
中
山
秀
悦
今
金
小
教

諭
)
の
元
気
な
仲
間
遠
で
す
。

桧
山
管
内
で
は
、
何
度
も
優
勝

や
準
優
勝
を
し
全
道
大
会
に
出
場

す
る
な
ど
、
数
々
の
実
績
と
伝
統

を
残
し
て
い
ま
す
。
先
輩
逮
は
、

少
年
団
で
経
験
し
た

『努
力
す
る

こ
と
』
や

『
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
』
な

ど
を
か
て
に
社
会
人
と
し
て
活
躍

草
作
業
は
、
管
理
作
業
と
し
て
最

も
大
切
な
作
業
で
す
が
、
稲
作
労

働
と
し
て
過
酷
な
作
業
で
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
作
業

の
労
働
軽
減
と
能
率
化
さ
れ
た
機

器
の
改
良
は
、

長
い
間
続
け
ら

れ
、
よ
う
や
く
い
き
つ
い
た
の
が

こ
の
回
転
中
耕
除
草
機
で
す
。
昭

和
初

1
ω
年
代
に
使
用
し
た
も
の

だ
そ
う
で
す
。
写
真
右
は
動
力
三

条
用
の
も
の
で
、
昭
和
伺
年
頃
購

入
し
た
そ
う
で
す
。

近
年
、
薬
剤
の
開
発
に
よ
り
機

械
除
草
も
そ
の
必
要
が
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
環
境
問
題
が

し
て
い
ま
す
。

長
く
続
け
る
う
え
で
大
変
な
の

が
指
導
体
制
で
す
。
酢
皿
督
を
支
え

• ‘ 

今
後
、
カ
イ
ギ
ユ
ウ
化
石
は
休

9
1
日
月
の
聞
週
末
(
金

1
日
)

校
中
の
中
里
小
学
校
に
移
動
し
、
の
み
観
覧
可
能
と
な
り
ま
す
。

， 

五

J
由

マd
p

空

手

の

平

井

君

と

役

場

野

球

部

今
金
町
で
は
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ

が
践
ん
で
す
が
、
こ
の
夏
2
つ
の

ピ
ッ
ク
な
ニ

ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、

7
月
お

・
初
日
に

東
京
都
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
育

館
で
開
催
の
、
第
川
町
回
全
国
空
手

道
選
手
権
大
会
で
、
平
井
祥

一
君

(
今
金
小

5
年
)
が
、
形
の
部
で

4

回
勝
ち
抜
き
決
勝
リ

l
グ
に
進

出。

1
2
1
名
中

8
位
と
大
健
闘

し
た
こ
と
で
す
。

平
井
君
は
、
小
柄
な
体
な
が
ら

こ
の
大
会

3
団
連
続
出
場
し
て
お

り
「
も
っ
と
練
習
を
し
、
来
年
は

優
勝
を
目
指
し
た
い
」
と
張
り
切

っ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
町

役
場
軟
式
野
球
部
が
、

全
国
官
公
庁
野
球
連
盟

第
約
四
中
央
大
会
の
出

場
権
を
獲
得
し
た
こ
と

で
す
。

市
で
闘
催
の
北
海
道
第
2
支
部
大

会
で
も
勝
ち
進
み
、
決
勝
で
は
昨

年
の
代
表
チ

l
ム
、
函
館
市
役
所

を
7

3

で
下
し
、
初
の
全
国
大

会
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

8
月間
ω
日
か
ら
は
、
今
金
町
の

野
球
チ

1
ム
と
し
て
初
め
て
、
東

京
都
・
大
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
全

国
大
会
に
出
場
し
、
暑
い
中
健
闘

し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
は
勝
つ
こ
と
だ
け
が

目
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
努
力

し
た
結
果
と
し
て
全
道
、
全
国
大

会
、
さ
ら
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
な
ど
の
舞
台
に
、
ど
ん
ど
ん
出

場
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

6
月
に
開
催
さ
れ
た

函
館
地
区
予
選
大
会
で

優
勝
し
、

7
月
に
小
縛

平井祥一君の見ごとな形

重
視
さ
れ
る
昨
今
で
は
、
薬
剤
除

草
に
よ
る
弊
害
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
械
除
草
機
が

将
来
再
評
価
さ
れ
る
時
期
が
く
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

〕
内

41
 

〔

る
父
母
や
地
域
の
方
の
協
力
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

今
年
も

7
月

m日
に
旭
川
市
で

関
か
れ
た
全
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ぉ

交
流
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
1
回
戦
で
敗
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
供
達
に
と
っ
て
は

こ
の
経
験
が
パ
ネ
と
な
り
、
今
後

良
い
成
績
を
残
す
よ
う
努
力
す
る

気
持
ち
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

学
校
以
外
で
、
い
ろ
い
ろ
な
か

か
わ
り
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

み
ゃ
仲
間
の
大
切
さ
を
指
導
し
続

け
る
こ
と
も
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

t 

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

A
q
R
V
 

6
田
町

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会

9

・
∞
健
民
グ

な

7
日
間
四
つ
葉
会
行
政
相
談
懇

杭

談

会

問

∞

デ

・
モ

臨

l
レ
ン

番

目
白
山

地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

酎

『川
の
ぽ
り
地
質
巡
検
』

は

9

∞

教

委

発

閣

内

ω
日
叩
第
は
回
桧
山
管
内
ス
ポ

判

-
ツ
少
年
団
剣
道
大
会

時

8

m
副
総
合
体
育
館

跡

目
日
制

ツ

|
ル
ド
北
海
道

今

T

金
町
通
過

n日
川

管
内
青
少
年
育
成
研
修

す

(
会

大

成

町

内

m
i
お
日
管
内
学
校
経
営
研
究

α

大
会

9

∞

町

民

セ

ン
タ
ー

鉛
日
出

管
内
ニ

ュ
l
エ
イ
ジ
郷

土
芸
能
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

目
。
∞
江
差
町

話l

お

願

し、
f 

健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
築
庭
道
路

で
の
駐
車
が
目
立
ち
ま
す
。
交
通

の
妨
げ
や
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す

の
で
、
必
ず
グ
ラ
ウ
ン
ド
東
西
の

駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

〕3
 

1
 

〔



，1 ~~ø訪日告白診

「
子
ど
も
の
人
権
委
員
」
に

辻
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

函
館
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
内

の
「
子
ど
も
人
権
委
員
」
に
本
町

の
辻
知
子
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

「
子
ど
も
人
権
委
員
」
は
、
児

童
、
生
徒
の
い
じ
め
体
例
な
ど
子

ど
も
の
人
権
問
題
全
般
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

年
金
相
談
日
に
つ
い
て

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

コu
善
一一ロ

。
と
き

9
月
ぬ
白
川

午
前
川
時
1
午
後
3
時
ま
で

。
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

。
相
談
員
函
館
社
会
保
険

事
務
職
員

《
町
民
課
》

9
月
1
日
1
初
日

「
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
」

今
、
管
内
で
は
お
よ
そ
3
3
0

人
の
障
害
の
あ
る
方
々
が
、
就
職

先
を
傑
し
て
い
ま
す
。

障
害
の
あ
る
方
々
が
就
職
し
、

健診を受けて明るい健康づくり

月みんなの健康9 

職
業
を
通
じ
て
社
会
の
中
で
自
立

し
て
い
く
た
め
に
は
、
障
害
の
あ

る
方
自
身
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
何
よ
り
も
企
業
の
方
々
や

地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
全
国
的
に
毎
年
9

月
を

「
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
」

と
し
、
集
団
見
合
い
方
式
に
よ
る

雇
用
促
進
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
の
で
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

-
H
U
 

--吉一
口9

月
刀
白
川

午
後
l
時
1

。
と
こ
ろ
花
び
し
ホ
テ
ル

函
館
市
湯
川
町
1
丁

目

凶

問

。
内
容
就
職
を
希
望
す
る
障

害
者
の
方
々
と
企
業
の
面
接
選

考
会

※
お
問
い
合
わ
せ

・
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館
専
門
援
助

部
門
み
ど
り
の
窓
口

8
0
1
3
8
l
m

ー

0
7
3
5

。
と

き

博

雄

油

庖

会

ブ

忠

見

博

ン

勝

連

合

一

会

子

吉

会

雄

一
部
園
所
ズ
夫
エ
名

石

商

協

行

メ

組

友

支

育

一

一

川

ナ

一

域

同

人

山

育

J

ヰ

正

秀

メ

わ

育

老

芳

敏

子

清

協

弘

研

恭

祐

義

年

槍

某

U
H
サ

バ
j

体

的

、

パ

広

業

謡

婦

会

1
保一
1
-

一定

。
井

賀

ツ

か

町

1
木

質

山

川

元

山

岡

藤

民

村

村

l
藤

僅

成

合

!η
附
谷

田

宅

山

町

l

E

金
っ

釦

金

じ

金

問

ち

針

金

j

重

町

百

重
石

怜
荒

平

今

ふ

今

制

鈴

芳

下

君

湯

桧

今

佐

今

中

中

種

近

八

立

小

今

日

《札幌市》

北海道花王販売側

後藤洋子

《苫小牧市》

高橋

《室蘭市》

日鋼記念病院“紅太鼓"

《函館市》

美馬産婦人科病院

《大野町》

北嶋

《上磯町》

安達

《上ノ国町》

大谷

《厚沢部町》

厚沢部町手をつなぐ親の会

《奥尻町》

中村

《乙部町》

山崎

《熊石町》

遠藤
《長万部町》
出水

《北櫓山町》

踊 老 歌 フ
桧山北高

10. 8 .10 

社会福祉協議会だより
間光の里学園、世寿国、社会協祉協線全への多額のこ'寄付、

ご厚意ありがとうございました.

(敬称略)

桧
山
広
域
行
政
組
合

消
防
職
員
の
募
集

。
採
用
予
定
消
防
署

上
ノ
国

・
奥
尻
消
防
署

。
受
験
資
格

・
昭
和
白
年
4
月
2
日
i
昭
和
白
山

， 

、

年
4
月
l
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

.
普
通
自
動
車
第
l
種
免
許
取
得

者
又
は
取
得
見
込
者

・
身
長

1
6
2
叩
以
上
、
体
重
m
M

旬
以
上
、
視
力
両
限
切
怖
限
で
日
以

上
か
っ

-
限
裸
眼
で
そ
れ
ぞ
れ
日

以
上
、
色
覚
正
常
で
心
身
健
全
な

方。
受
付
期
間

平
成

ω年
9
月
4
日
1

9
月
凶
日
ま
で

。
申
込
先

・
桧
山
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

.
今
金
消
防
箸

※
お
問
い
合
わ
せ

耳i 目 対 車 者 実施日 時 IHI 対象地区 実施会場 附 考

一般住民関係

ー般相駿 全住民 7日(月) 10 ，00-11 ， 45 全地区 保他センター 他lIi相融(血圧洲定尿検査)

一般相敵 全住民 21日(月) 10，00-11，45 " H " 

一般相絞 全住民 28日(月) 10，00-11，45 n " " 

無医地区巡回診療 (耳鼻科}全住民 22日(火) 畳14付2時0間-14，50 " " 八雲邑合病院耳鼻科医師昌車(高科)

無医地区巡回診療 (眼科) 全住民 24日(木)
受付時間

H M 凡君臨台輯匝眼科医師島事(膏開)
14，20-14，50 

健lIiづくり教室 全住民 8-16日 詳噌覧しくはだ回さ覧を n n 他澗L型E実づ習く等り鵠話 ・実技
」くい

乳幼児関係

乳児相続 生後 3， 6、9ヵ月児 17日(木) 畳9付0時011H 全地区 保健センター 9体It欄瞳車帽龍栄甚帽詰
-9，15 

乳冗健診 生後4、7、10、12ヵ月児 17日(木) 畳12付4時0間-13，00 H H 身歯悼科t相f醐量。医最師聾E相車韻・世出相藍

股関節脱臼検診 生後4ヵ月児 II日(企) 畳13付時間 H 八(旧E今Il¥金世保所随今所金)支所 股|岨節X線t品館
00-14，00 

すくすく子育てダイヤル 就る学保前護者までの幼児のい 日日(水) 9，00-12，00 H 2-2780 111簡による心配事相談

妊産婦関係

無(産医婦地人区科巡)回診療 妊暗 。揖人科受診需望の方 8日(火) 受13付3時0間-14，00 全地区保健センター 八重量合病院産蝿人科医師昌喜(有軒)

お知らせ

-平成10年度より健lIi手帳が新しくなります.ご希望の方は保健婦までどうぞ。

(保健楠祉問l他版づくり ・国保係)

' 

=と
口

ま品

雄

松 三 郎

寅

武

秀

桧
山
広
域
行
政
組
合

消
防
本
部
庶
務
課

8
0
1
3
9
5
2
1
3
0
2
6
 

無
料
調
停
相
談
に
つ
い
て

八
雲
調
停
協
会
で
は
、
金
銭
、

売
買
、
土
地
建
物
、
サ
ラ
金
信
販

関
係
、
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
掠

害
賠
償
、
家
庭
内

・
親
族
問
の
問

題
な
ど
、
身
近
な
紛
争
に
つ
い
て

調
停
委
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す。
。
日

記

時

平

成

川

年

ω月
1
日

4・• 
'く
り
に

ー
健
康
づ
く
り
教
室
1

生
活
習
慣
病
は
、
あ
る
日
突
然

か
か
る
の
で
は
な
く
長
い
年
月
を

か
け
て
徐
々
に
進
行
し
て
来
た
も

の
を
い
い
ま
す
。
片
寄
っ
た
食
生

活
、
運
動
不
足
、
ア
ル
コ
ー
ル
の

と
り
す
ぎ
タ
バ
コ
の
吸
い
す
ぎ
な

ど
体
に
よ
く
な
い
生
活
を
長
期
に

わ
た
っ
て
続
け
る
こ
と
で
生
じ
ま

す
。
つ
ま
り
毎
日
の
生
活
を
ど
の

よ
う
に
送
る
か
で
あ
な
た
の
健
康

が
左
右
さ
れ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣
病
に
か

か
ら
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ひ
と
つ
は
、
健
康
的
な
生
活
習

慣
を
築
く
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
に

加
え
て
大
切
な
こ
と
は
早
期
発

見

・
早
期
治
療
に
努
め
る
こ
と
で

す
。
生
活
習
慣
病
の
多
く
は
、
症

状
が
現
れ
た
と
き
に
は
既
に
簡
単

に
は
治
療
で
き
な
い
く
ら
い
に
進

行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自

党
症
状
の
な
い
時
期
に
異
常
を
発

見
し
治
療
す
る
こ
と
が
生
活
習
慣

病
の
予
防
に
は
何
よ
り
も
効
来
的

な
の
で
す
。

こ
の
か
ら
だ
の
異
常
の
早
期
発

松

匿
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見
に
有
効
な
の
が
健
診
で
す
。
つ

い
つ
い
症
状
が
な
か
っ
た
ら
、
検

診
を
受
け
る
の
も
お
っ
く
う
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
か
ら
だ
に
異
常

を
感
じ
る
前
に
定
期
的
に
年
l
回

は
受
診
し
て
健
康
管
理
の
指
標
に

し
た
い
も
の
で
す
。

健
診
で
異
常
を
見
つ
け
治
療
を

行
っ
た
と
し
て
も
生
活
習
慣
が
そ

の
ま
ま
で
あ
っ
た
な
ら
、
い
ず
れ

ま
た
同
じ
異
常
を
生
じ
ま
す
。
大

切
な
こ
と
は
受
診
の
結
果
を
生
活

改
善
に
生
か
す
こ
と
で
す
。
健
診

異
常
を
発
見
し
ま
す
が
、
健
康
を

つ
く
っ
て
い
く
の
は
あ
な
た
自
身

で
す
。町

で
は
、
こ
の

9
月
に
健
康
づ

く
り
教
室
と
し
て
ダ
イ
エ
ッ
ト

・

高
血
圧
肝
臓
病

・
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
・
骨
粗
怒
症
な
ど
に
つ
い
て

取
り
上
げ
、
病
気
の
成
り
立
ち

・

予
防
法

・
食
生
活
や
生
活
の
中
で

気
を
つ
け
る
こ
と
を
講
話
や
実

技

・
調
理
実
習
で
理
解
を
深
め
る

場
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
ご
自
身
の
生
活
を
見
つ
め
直

し
、
健
康
的
な
生
活
づ
く
り
の
ヒ

ン
ト
を
健
康
づ
く
り
教
室
で
得
て

み
ま
せ
ん
か
。
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

(
保
健
福
祉
制
剛
健
康
づ
く
り
係
)
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7月末現在

前月対比

7， 200人(ム19)

3，474人(ム 5) 

3，726人(ム14)

2， 670世帯( 2) 

口

数男

女

帯

人

世

og。やや
休日当番医

今金町立国保病院(今金)82-0221

道南ロイヤル病院(北檎山)84-5011

今金町立国保病院(今金)82-0221 

楢崎医院(瀬棚)87-3021 

道南ロイヤル病院(北袷山)84-5011

北槍山町立国保病院(北槍山)84-5321

9月6日

13日

15日

20日

23日

27日

』っとでめおA
ノ

ん

ん

，、

や

や

l
d

ち

ち

じ

り
梨

刊
介

ん

さ
裟

制
祐

たお固
荻野吟手

2 

昇一)寒英7月28日(保護者古川日本女医1号

仁)大和町竜B月8日(保護者

固いつまでもおしあわせに

;Y;1 

高井
....，砂

今金町にゆかりのある荻野吟子の生涯を描いた

舞台公演が行われることになり、町では鑑賞ツア

... ・7・「

O 昇)=松本あゆみさん(函館市)和政さん(寒堀内
ーを計画しています。

三田佳子 ・石原良純 ・強川有紀・横出演者は、
ーおくやみもうしあげます

内正等豪華メンバーです。
下トマンケシ75歳7月27日ま青さん菅原

1泊 2日。10月24日(土)-25日(日)
井日春70歳7月31日相j枝さん佐藤

。東京新橋演舞場
八 束更 正73歳8月10日寅さん境田

。ツアー募集予定30名

3万円位です。。経費は自己負担(食費別)
8月19日受付分まで

。詳細は改めてお知らせします。

久
し
郎
り
の
再
会

-
h
h
U
 1
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回
開
回
開
附
同
附
凶
回
同
問
問
問
自

美
利
河
小
学
校
の
山
村
留
学
生

同
窓
会
が
丸
山
明
子
さ
ん
の
呼
び

か
け
で

7
月
お

・
初
日
両
日
に
わ

た
り
美
利
河
小
学
校
で
聞
か
れ
、

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
留
学
生
と
の

再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

こ
の
目
、
沖
縄
や
東
京
、
道
内
な

ど
か
ら
駆
け
つ
け
た
お
人
の
留
学

生
と
元
職
員
、
里
親
、
地
域
の
人
た

ち
約
刈
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
発
起
人
を
代
表

し
て
丸
山
さ
ん
が
「
思
い
出
を
語

り
合
っ
て
楽
し
く
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
し
、
第

1
期
生
か

ら
順
に
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
、
在

校
生
に
よ
る
楽
器
演
奏
の
歓
迎
を

受
け
ま
し
た
。
夕
食
は
、
校
庭
で

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
囲
み
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
楽
し
み
学

校
に
泊
ま
り
ま
し
た
。

幻
日
に
は
、
ピ
リ
カ
夏
ま
つ
り

を
友
達
同
士
や
里
親
と

一
緒
に
参

加
し
て
思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。

山
村
留
学
は
、
平
成
元
年
度
に

美
利
河
小
学
校
の
児
童
が
丸
山
明

子
さ
ん

一
人
だ
け
に
な
り
休
校
の

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

制
②
0
1
1
1
番

危
機
に
な

っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け

で
、
平
成

2
年
か
ら
地
域
と
小
学

校
が
話
し
あ
い
、
町
外
の
子
ど
も

を
預
か
り
地
元
の
里
親
か
ら
通
学

す
る
山
村
留
学
制
度
が
始
ま
っ
た

も
の
で
、
昨
年
度
ま
で
に

ω人
の

子
供
た
ち
が
留
学
卒
業
生
と
な
っ

て
い
ま
す
。

~I..{ t r み〆
4、"/、1三川J，~、

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


